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図 1. ionKey/MS システム : Xevo® TQ-S、ACQUITY UPLC ® M-Class、ionKey TM イオン源および iKeyTM

分離デバイスから構成

目的

ionKey/MS™ システムを用いた、クロマトグラ

フィーの保持時間およびシステム再現性の検証

背景

クロマトグラフィーの再現性は、試験室環境

によらず必要不可欠です。どのような LCシス

テムでも、事前に適格性評価試験を行うこと

で、保持時間（RT）、ピーク幅（PW）、ピークテー

リングおよび面積値等のパラメーターをモニ

ターし、試験が開始できることを確認します。

再現性の高い LC/MS の結果を得るために重要

な点は、分離デバイスを用いた時のパフォー

マンスに依存します。クロマトグラフィーの

保持時間の再現性は、分離デバイスを製造す

る際の品質や一貫性だけでなく、グラジエン

トやシステム圧、流速や温調の影響を受けま

す。歴史的に、後者のばらつきはシステムハー

ドウェアの影響を受け、nL～ µL /min の低い流

速範囲で LC/MS システムを用いることが原因

で、パフォーマンス不足とシステム再現性不

足が認識されていました。 

ソリューション

ionKey /MS システムは、図 1に示すように、

UPLC ® のセパレーションを直接質量分析計の

イオン源に統合したものです。システムは、

ionKey/MS: キーをセットするだけで、

質量分析計のパフォーマンスが向上。

高感度化、同じ量のサンプルでより多くの情報、

そしてより堅牢性の高い分析。

溶媒消費量を削減し、ユーザーの煩雑さを低減しながら、

これら全てを実現。

ionKey/MS システムを用いた
クロマトグラフィーの再現性 

ACQUITY UPLC M-Class、および iKey 分離デバイスがセットされた Xevo TQ-S タ

ンデム四重極型質量分析計が組み合わされたものです。iKey は、セラミック

の分離チャンネルに UPLCグレードの粒子を充塡したものがベースになってお

り、エミッターを統合、さらに流路接続部、エレクトロニクス、ESI インター

フェース、ヒーターおよび eCord ™ で構成されています。イオン源にセットす

ると、つまみを回転させるだけで流路接続が完了し、まさに「プラグ・アンド・

プレイ」のキャピラリー LC/MS となります。  

® TQ-S、ACQUITY UPLC ® TQ-S、ACQUITY UPLC ® TQ-S、ACQUITY UPLC  M-Class、ionKey TM イオン源および iKey



図 2. ionKey/MS システム
を用いたペプチド標準溶液
15回繰り返し注入試験デ
ータの重ね描き。この 15
回注入は、タンパク沈殿除
去したラット血漿サンプル
500回注入の間に実施 
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図 2は、システムの評価のためにペプチドの標準溶液を用いて分離を行ったものです。ペプチド標準溶液

15回注入の結果を重ね描きしたクロマトグラムを示しましたが、ionKeyの優れた再現性を示す結果となっ

ています。表１にも、この評価で得られたデータを示しました。ペプチド標準溶液の保持時間の平均は 6.84

分、％ RSDは 0.1でした。この評価は、15分のグラジエント分析を 5日間連続で行っており、タンパク沈

殿除去済みのラット血漿サンプル 500回の間に注入したペプチド標準溶液のデータをモニターしています。 

同じペプチド標準溶液と同じ分析条件を用いて、さらに 18個体の iKey と、5台の ionKey/MS システムで、

5人の研究員が分析を行いました。 評価の結果は表 2に示した通り、18個体の iKey で、保持時間の平均

は 6.69分、%RSDは 1.6でした。この結果から、個体が異なる各 iKey分離デバイスの再現性は良好であり、

評価に用いた各 ionKey システムによる影響はなく、システム圧、流速、グラジエントおよび温調の再現性

が良好であることが確認されました。 

まとめ

タンパク沈殿除去済みのラット血漿を用いた堅牢性の試験において、複数個体の iKey に注入したペプチド

標準溶液のクロマトグラフィーでの保持時間再現性が、非常に優れたものであることが確認されました。

さらに、5人の研究員で複数台の ionKey/MS を用いた場合でも、非常に優れた再現性評価結果が得られました。
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表1. P00924, Yeast Enolase 
由来ペプチド

保持時間 6.84 min

保持時間の
標準偏差 0.01 min

平均ピーク幅
のF W H M 3.01 sec

表2. P00924, Yeast Enolase 
由来ペプチド

保持時間 6.69 min

保持時間の
標準偏差 0.11 min

平均ピーク幅
のF W H M 2.72 sec


